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○
例

会

(
十

一
月
二
十

五
日
)
於
法
文
第

一
演

穴

山

孝

道

文
学
史

の
可
能
性

に
つ
い
て

菟
玖
波

集

の
自

然

鰯

焼
津
辺

ヤ
キ
ツ
ベ
ニ
か

ヲ
か 瀬

古

確

笹

淵

友

一

藤

井

毅

行

事

昭
和

二
十
六

年
度

○
新
入
会
員
歓
迎
会

(
昭
和
二
十

六
年
五
月
十

二

日
)
於

法
文

第

一
演
習
室
。

○
総

会

(
五
月
二
十
日
)
於

三
畏
閣
。

研
究
発
表
題
目
及
び
発

表
者

伊
勢
物
語
燈

に
つ
い
て

目
加
田

さ
く
を

我
が
妻

は
い
た
く
古
比
ら

し

東

秀

吉

-
万
葉
集

に
於
け

る
ラ

シ
の
接
続
-

上
代
接
頭
語

の
表
現
形
態

と
そ
の
本
質

瀬

良

益

夫

遁
世
者

の
白
…然
観

に
つ
い
て

井

手

恒

雄

詞

・
辞

の
過
程
的
構
造
形
式
図

に
つ
い
て

黒

岩

駒

男

文
学
表
現

に
於
け
る
幻
影
と
象

徴

学

会

彙

報

習
室
Q

研
究
発
表
題
目
及
び
発
表
老

上
代
歌
.謡
に
お
け
る
助
詞

「
や
」
と

「か
」

(
卒
論
)

野

田

幸

助

兼
好
の
ガ〈芸
の
反
封
建
性
に
つ
い
て
井

手

恒

雄

合
作
浄
瑠
璃
の
作
者
文
耕
堂
を
中
心
と
し
て

横

山

正

俳
譜
研
究
の
現
状
と
将
来

杉
浦

正

一
郎

古
代
日
本
語
に
お
け
る
言
語
基
層
の
問
題

福

田

良

輔

○
笹
淵
先
生
歓
迎
座
談
会

(
昭
和
二
十
七
年
一
月

十
四
日
)
於
法
文
五
番
教
室

○
卒
業
論
文
発
表
会

(
二
月
三
日
)
於
三
畏
閣

近
代
リ
ア
リ
ズ
ム
の
変
質
に
つ
い
て

,

林

敬

之

助

純
粋
小
説
論

田

村

克

郎

宮
本
百
合
子
論

木

原

民

也

徳
田
秋
声
論

野

上

一
男

萩
原
朔
太
郎
論

工

藤

正

介

嘉
村
磯
多
論

雨

宮

崇

日
田
蕉
門
の
研
究

大

内

初

夫

蕉
風
地
方
滲
透
の
一
考
察
と
し
て

竹
取
物
語
の
背
景

村

田

正

志

説
話
の
推
移
過
程
を
主
題
と
し
て

麻
生

朝

道

研
究
発
表
題
目
及
び
発
表
老

俳
人
野
坡

の
九
州
行
脚

に
つ
い
て

古
代
形
容
詞

の
語
尾

「
ケ
」

に

、
て

大

内

初

夫

○
例

会

(
十

一
月
二
十

三
日
)
於
法
交
第
七
演

習
室
。

畏

閣
。

○
笹
淵
先
生
鰍
迎
茶
話
会

(九

月
十
入

日
)
於

三

真
福
寺
本
霊
異
記
の
性
格

平

井

秀

文

井

手

恒

雄

文
学
評
論

に
於
け
る
封
建
性

に
つ
い
て

明
治
文
学

と

ニ
ー
チ

ェ

持
情
物

と
し
て
の
万
葉
植
物

源
氏
物
語
構
想
論

の
構
想

東
国
語

の
否
定
表
現

-
辞

に
よ
る

操

り
漸
嚢

期

の
浄
瑠
璃
作
者

横

山

正

東

秀

吉

重

松

泰

雄

永

井

寛

目
加
田
さ
く
を

な
ほ
引
続

い
て
同
所

に
於

い
て
予
饒
会

が
催

さ
れ

た
。昭
和

二
十
七

年
度

○
漸
入
会

員
歓
迎
会

(
四
月

二
十

一
日
)
於

法
文

第

一
演
習
室
。

○
総

会

(
五
月
十

一
日
)
於

法
文
第
七
演

習
室

研
究
発
表
題
目
及
び
発
表
者



上
代
助

詞

「
を
」

に

つ
い
て

佐

々

木

義

昭

鶴

久

用
字
法
よ
り
見
た
る
万
葉
集
仮
字
書
の
巻

一
心
中
天

の
網
島
」

を
中
心

に
じ

で

近
松
作
品
の
語
彙
的
研

豚

明
治
新
体
詩
論
の
展
開

武

田

昭

雄

源
蠣

輕

鯵

繕

驚
性
肋
礪

さ
く
を

国
語

の
二
三

に
っ
い
て

井

浦

安

喜

引
き
続
き
同
日
夜

、
三
畏
閣

に
於

い
て
懇
親
会

が
催
さ
れ

た
。

0
例

会

(六

月
二
十
七

日
」
於
法
文
第
七
演
習

[象

徴
」

へ
の
表
現

に
つ
い
て

宮
沢
賢
治
論

忠

一

永

井

寛

芦

塚

民

弥

な
ほ
同

日
夜
、
笹
淵
先
生

緻
迎
懇
親
会
が
九
大

職
員
寮

に
於

い
て
行

は
れ
た
。

○
卒
業
論
文
発
表
会

(
昭
和
二
十
八

年

二

月

一

日
)
於
法
文
第

七
演

習
室
。

長
塚
節

の
「

写
生
」

に
つ
い
て

坂

本

一

美

西
行

を
め
ぐ

る
三
つ
の
考
察

木

下

毅

西
鶴

の
非
感
傷
性

と
云

は
れ
る
も

の

1
特

に
後
期

の
作
品

に
っ
い
て
ー

○
新
入
会
員
緻
迎
遠
足
会

(
五
月
十
七

日
)
今
宿

行
き
。

,

○
総

会

(
五
月
三
十

一
日
)
於
法
文
第
七
演

習

室
。研
究
発
表
題
目
及
び
発
表
者

「
旅
寝
論
」
と

「
去
来
抄

」

大

内

初

夫

「
伸
子
」

の
抵
抗

春

山

要

子

荷
風

の
戯
作
者
性

に
つ
い
て

立

川

昭

二

郎

人
聯
呂

を
め
ぐ

つ
て

山

田

輝

彦

「
渡
津
海

の
豊
旗
雲

に
」

の
歌

に
つ
い
て

少
将
滋
幹

の
母
論

徒
然
草

の

一
解
釈

万
葉

よ
り
古
今

へ
の
道

講

演

交
学

に
お
け

る

「
観
念
」

清

田

正

喜

目
加
田
さ
く
を

井

手

恒

雄

白

木

喬

の
問
題笹
淵
友
一
講
師

昭
和
二
十
八
年
度

な
ほ
引

続

い
て
予
鰻
会
が

三
畏
閣

に
於

い
て
行

は
れ
た
。

副
詞
の
陳
述
性
に
つ
い
て

北
条
民
雄
研
究

純
粋
小
説
論

田

村

克

郎

坂

本

妙

子

佐

田

智

明

浪

華
旧
記
の
作
者

-
宝
暦
末

期

の

一
戯

作
者
ー

芭
蕉

・蕪
村

-
座

五
に
関

す
る

一
考
察
1

我

有

武

夫

大
伴
家
持
研
究

人
麻
呂
長
歌
の
修
辞
研
究

告
白
文
学
と
し
て
の
蜻
蛉
日
記

源
氏
物
語
に
於
け
る
主
題
の
展
開 田

崎

正

大

岡

本

庸

子

藤

井

茂

利

山
上
憶
良
研
究

柴

田

守

五
四

室
。研
究
発
表
題
目
及
び
発

表
者

和
泉
式
部

に

つ
い
て

藤

崎

英

子

、

「も

の
」
考

徳

満

澄

雄

荷
風

文
学

の
二
重
性

に
つ
い
て
立

川

昭

二

郎

0

小
島
先
生
緻
迎
座
談
会

(
九
月
二
十
六

日
)
於

法
文
第
六
演

習
室
。

○
例

会

(
十

一
月
十
九

日
)
於
法
文

第
七
演

習

室
。研
究
発
表
題
目
及
び

発
表
者

去
来
展

に
於
け
る
新

資
料
の
二

・
三
に
つ

い
て

大

内

初

夫

憶
良

の
思
想

を
め
ぐ

つ
て

柴

田

守

序
詞

に
於
け
る
人
麻
呂

の
特
色
岡

本

庸

子

○
卒
業
論
文
発
表
会

(
昭
和
二
十
九

年

二

月

七

日
)
於

三
畏
閣
。



な

ほ
引
続
き
同
所

で
卒
業
生
予
饒
会
が
行

は
れ

た
。
昭
和
ご
十
九
年
度

○
新
入
会

員
緻
迎
遠
足
会

(
五
月
二
十

五
日
)
志

賀
島
行
き
ゅ
大
学

院
修

士
課
程

二
入

、
学
部
十

四
入

の
新
入
生
を
迎

へ
た
が
、
西
鉄

ス
ト
と
雨

模
様

の
天
気

に
災

さ
れ

て
、
福
田

・
杉
浦
両
先

生
を
合
せ
て
十
入

に
満

た
な
い
参
加
者

で
あ

つ

た
。

○
総

会

(
五
月

二
日
)
於
法
文

一
番
教
室
。

研
究
発
表
題
目
及

び
発
表
老

「見
る
か
ら

に
」
考

東

秀

吉

打
消

の
助
動
詞

の
系
譜

矢

野

文

博

1

「
ヤ
ソ
」
に

つ
い
て
i

兼
好
法
師
家
集

に
見
え
る
兼
好
大

内

摩

耶

子

荷

田
多
満

の
万
葉
集
研
究

白

木

喬

日
本
永
代
蔵
考

藤

井

毅

七
五
調
の
成

立

に
就

い
て

瀬

古

確

蜻
蛉
日
記

の

一
節

に
っ
い
て

橋

本

元

二

郎

和
泉
式
部
の
研
究

中
世
文
学
の
一
側
面

芭
蕉
と
自
然

西
鶴
町
入
物
の
枇
会
的
背
景

徳

満

澄

雄

藤

崎

英

子

佐

々
木
雄
爾

森

山

隆

松

野

寿

生

な
ほ
同
日
夜

、
市
内
「
魚

よ
し
」
に
春
日
政

治
先

生

の
喜
寿

記
念
祝
賀

の
宴
が
催

さ
れ
、
春
日
先
生

御

夫
妻

、
令
息
和
男
先
生
を
御
賓

客
と
し
、
大
阪

の
小
島
吉

雄
先
生

、
九
大
国
語
国
文

の
諸
先
生
、

東

京

の
笹
淵
先
輩

を

は
じ
め
、
先
生
に
教

へ
を

い

た
だ
い
た
諸
先
輩
や
先
生

の
学
徳

を
慕

ふ
卒
業
生

が
福
岡
は
も
と
よ
り
近
畿
丁

申
国

・
九
州

の
各
地

か

ら
出
席

し
、
和
や
か
な
賀
宴
が
催

さ
れ
た
。

○
小
島
先
生
緻
迎
座
談
会

(
五
月
十

二
日
)
於

三

畏
閣
。
福
田

・
杉
浦
両
先
生

の
外
、
申
国
文

学

の
目

加
田
教
授
も
出
席

さ
れ
、
活
気
旺
濫
し
た
座
談

会

で
あ

つ
た
。

○
例

ム
云

(六
月

二
十
六

日
)
於
吐
偽
一久
鮨弟
七
演
習

室
。研
究
発
表
題
目

及
び
発
表
老

井
堤
越

す
浪

の
音

の
さ
や
け
さ
鶴

久

貞
門
談
林
時
代

の
九
州
俳
壇

大

内

初

夫

林
芙

美
子
の

「
放
浪

記
」

に
つ
い
て
立

川

昭

二
郎

○
関
西

方
面
研
究
旅
行

(
十
月
十
九

日
ー
同
月

二

十

三
日
)

春

日
和
男
先
生
引
率

の
も
と
に
、
鶴
助
手
外
大

学
院

・学
部
学

生
十
四
名

は
、
関
西
方
面
に
万
葉

古

蹟

歴
訪

を
中
心
と
し
た
四
泊

五
日
の
研
究

旅
行

を

高
木

宏

I

竹
取
物
語
管
見

清
少
納
言
枕
草
子
の
特
質
の
所

を
か
し
文
学
と
し
て
の
枕
草
子
高

山

定

基

法
華
経
と
そ
の
生
涯

宮
沢
賢
治
研
究

野

口

親

光

行

つ
た
。
沢
潟

久
孝
博
士

・
大
阪
大
学

の
小
島
吉

雄

・
犬
養
孝
両
先

生
、
入
木
毅
先
輩
に

、
御
多

用

中
に
も
係
は
ら
ず

、
案
内

や
宿
泊
等
何
か
と
御
親

切

に
御

世
話

し
て
い
た

ゞ
い
た

こ
と
は
感
謝

に
堪

へ
な
い
。

○
新
入
会
員
緻
迎

遠
足
会

、(
十

一
月
十

四
日
)
深

江
行
き
。

教
養
部
よ

り
の
進
学
生
十
四

名

を

迎

へ
、
福

田

.
杉
浦

・
春

日
の
諸
先
生

を
は
じ

め
在
学
生

の

大
部
分
が
出
席

し
、
休
憩
所

で
懇
親
会

が
催
さ
れ

た
。
○
例

会

(
十

二
月
四

日
)
於

一
番
教
室

研
究
発

表
題
目
及
び
発
表
者

輝
く

日
の
宮

の
巻
に

つ
い
て

徳

満

澄

雄

あ
ゆ
ひ
抄

に
於

け
る

「
か

へ
し
ざ
ま

一
に
っ

い
て

佐

田

智

明

源
氏
物
語

に
於
け
る
助
動
詞

「
め
り
」

に
つ

い
て

伊

藤

伊

勢

男

○
卒
業
論
文
発
表
会

(
昭
和
三
十
年

一
月
二
ご
十

日
)
於
法
文
第
七
演

習
室
。

学

部



特
講

日
本
文
学

に
於
け
る
仏
教
思
想

(分
校
)
穴

山

助

教

授

演
習

枕
草
子

(分
校
)
田

村

教

授

演
習

西
鶴
の
小
説

〃

演
習

芭
蕉
の
連
句

〃

日
本
近
世
文
学
史

(芭
蕉

の
作
品
)

杉

浦

教

授

学
院
の
み
)

演
習

万
葉
集
巻
五

平
安
朝
音
甑
の
諸
問
題

国
文
体
発
達
史

〃
春

日
(
和
)助
教
授

春

日
(政
)
講
師

〃

伊
勢
物
語
と
貫
之

末

永

出暑
美

枝

大
学
院

あ
ゆ

ひ
抄

の
研
究

佐

田

智

明

-

主
と

し
て
文

法
思
想
と

そ

の
成
立
過
程

に
つ

い
て
1

引
続
き

三
異
閣

で
卒
業

予
饒
会
が
催

さ
れ
、
学

部

の
福
田
・杉
浦

・春

日
及
び
教
養

部
の
田
村

・
重

松
の
諸
先
生
を
は
じ
め
、
福
岡
近
在

の
諸
先
輩

・在

学
生

の
大
部
分
が
出
席

し
、
和
や
か
な
中

に
も
、

大
学
生

の
予
饒
会

に
相
応
し

い
活
気

を
呈
し
た
会

で
あ

つ
た
。

本

』
年度
講

義
題
目

第

一
学
期

(自

昭
和
二
十
九
年
四
月
至
同
年

十
月
)

国
語

疑

福

田

教

授

演

習

江
戸
時
代
古
典
学
者

の
語

法
研
究

(
大

江
戸
時
代
の
古
典
学
老
の
語
法
研
究

(大
学
院

の
み
)

福

田

教

授

特
研

あ
ゆ
ひ
抄

(大
学
院
の
み
)
福

田

教

授

特
研

芭
蕉
書
簡
の
研
究

(大
学
院
の
み
)

杉

浦

教

授

異

動

・
消

息

○
杉
浦
正
一
郎
先
生
は
昭
和
ご
十
入
年
八
月
十
六

特 演 講 演 演
講 習 読 習 習

芭
蕉

の
連
句

〃

西
鶴

の
小
説

〃

堤
申
納
言
物
語

春
日
(和
)助
教
授

枕
草

子

(分
校
)
田

村

教

授

日
本
文
学

に
於

け
る
仏
教
思
想

(分
校
)
穴

山

助

教

授

第
二
学
期

(
自

昭
和
ご
十

九
年
十

一
月
至
同

三
十

年
三
月
)

国

語
史

福

田

教

授

演
習

万
葉
集

巻
五

〃

平
安

朝
音
韻

の
諸
問
題

へ
其

の
二
)

春
日
(和

助
教
授

演

習

土
佐
日
記

〃

国
文
体
発
達
史

春

日

(政

一講
師

日
本
近
世
文
学
史

(
芭
蕉

の
作
品

)
杉

浦

教

授

日
付
を
以
て
本
学
教
授

に
な
ら
れ
ま

し
た
。

○
春
日
箱
男
先
生

は
昭
和

二
十
九
年
七
月

一
日
付

を
以

て
教
養
部
助
教
授

よ
り
文
学

部
助
教
授

に
配

置
転
換

に
な
ら
れ
ま
し
た
。

○
重
松
泰
雄
氏

は
昭
和
二
十
九

年
七
月
十

五
日
付

を
以
て
、
本
学
教
養
部
第

二
分
校
講
師

に
な

ら
れ

ま
し
た
。

○
鶴
久
氏

は
昭
和

二
十
入
年
五
月
十

日
付

を
以

て

本
学
助
手
に
就
任

さ
れ
ま

し
た
。

○
名
誉
会
長

春
日
政
治
先
生

は
昭
和
二
十
九

年
四

月

一
日
を
以
て
喜
寿

の
齢
を
迎

へ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
慶
び

串
し

上
げ
ま
す
。

○
笹
月
清
美
氏

は
昭
和

二
十
九
年
二
月
四
日
遜
去

さ
れ

た

の
で
、
福

田
先

生
が
本
会

を
代
表
し
て
葬

儀

に
参
列

さ
れ
ま
し
た
。
深

く
哀

悼

の
意

を
表

し

ま
す
。

○
高
木
正
蔵
氏

は
昭
和
二
十

九
年
六

月
三
日
逝
去

さ
れ
た

の
で
福

田
先
生
か
本
会

を
代
表
し
て
葬
儀

に
参
列

さ
れ
ま

し
た
。
深

く
哀
悼

の
意

を
表
し
ま

す
。
○
春
日
政
治
先
生

か
ら
、

こ
の
度

「
語
文
研
究
し

の
基
金
と
し
て
金

二
か
円
を
御
寄
贈

い
た
だ
き

ま

し
た
。
会

員
諸

氏

に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
先
生

に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

へ
以

上
)


